
【４学年】　アウトライン作成

【題材テーマ】　九会っ子福祉研究所～身体障がい者福祉・高齢者福祉を調べよう～

プレ　教科学習 STEAM単元【●時間計画】　
★【ユーザー設定（誰の・どんな課題を解決するか）】を、どこで設定するか考えて記入する。

関連・協力する人材・施設等

１．探求し、知る学び ２．発想し、創る学び 【連携する地域資源】
・介護施設「なごやか」

【科学・数学】教科
算数：折れ線グラフ
　　　一億をこえる数
　　　割合

①
問題発見
課題設定

・視覚障害者スポーツであるゴールボール体験を通し、障害者
の日常生活への不安を想像する。
・「福祉」の言葉の意味を知り、障害者のためにどんな工夫がさ
れているかを調べるという課題を設定する。 ➄

共感

・地域にある介護施設「なごやか」の利用者さんと交流したり、
所長さんの話を聞いたりすることを通し、高齢者が抱える問題
に気付く。

【芸術】教科
国語：お礼の気持ちを伝えよう
　　　短歌・俳句に親しもう（１）
　　　あなたなら、どう言う

②
情報収集

・言語障害、肢体不自由、視覚障害、聴覚障害の中から詳しく
調べたいテーマを１つ選択し、インターネットや本を使い、①困り
感②困り感を解消する福祉について調べる。

⑥
問題定義

・介護施設の利用者を楽しませる何かをグループで考える。

【技術・工学】教科
プログラミング教育（ビスケット、クーブ）
ロイロノートの活用（スライド作成） ③

整理・分析

・レポート用紙に、調べて分かったことをメモする。
・必要な画像をロイロノートに保存する。

⑦
発想

・ブレスト 【サポーター】
・「なごやか」の所長さん

④
まとめ
・表現

・ロイロノートでスライドを作成し、他のテーマを選んだ友達に自
分が調べて分かったことを発表する。

⑧
プロトタイプ
（試作品）

・プログラミングでゲームを作成する。
・０から遊びを創り上げる。
・元々ある遊びに、オリジナルの工夫を加えて作り直す。

【アウトプットの想定、期待する児童の姿】
・自分たちなりに発想した遊びやゲームを、「なごやか」
の利用者さんと一緒に楽しむ。

⑨
テスト

・「なごやか」の利用者さんと再び交流し、お楽しみ会を開く。
・お楽しみ会の中で、自分たちが考えた遊びやゲームを、利用
者さんと一緒に楽しむ。



【4】年１学期　単元名
　　　　　　（題材・テーマ）

九会っ子福祉研究所～身体障がい者福祉を調べよう～

児童の実態

長所 ○様々なことに対して、前向きに取り組むことができる。
○ロイロノートを使って情報をまとめることができる。

課題 ▲見通しをもって活動することが苦手である。
▲必要な情報に辿り着くことが苦手

目標

アウトプットの想定
期待する児童の姿

必要な情報をまとめ、相手に伝えるためのスライドを作る。
自分で調べたこととは違うものを調べた子に対してスライドを用いて分かりやすく伝えることができる。

知識・技能 ・身体障害者が抱える困り感や、それを解消するための福祉が分かる。

思考・判断・表現 ・身体障害者福祉について自分が調べたいテーマに合った情報を集め、スライドにまとめることができる。
・相手に分かりやすく伝えるために、示す情報を選んで発表することができる。

学びに向かう態度 ・友達の発表を聞き、違う分類の身体障害者福祉に共通性を見いだそうとしている。
・発表会に向けて、自己目標を立てて調べ学習やまとめ活動に取り組もうとしている。

学習活動
計画

時数
【全〇時間】

学習活動
・指導の手立て・留意事項

・連携する地域資源・サポーター
関連教科・単元

①
問題発見
課題設定

１

・ゴールボールを通して、身体障害やそれに対する福祉が
あることを知る。
○体験を導入にしたことで、問いが生まれ、福祉に対する興
味関心を引き出すことができた。

【サポーター】ゲストティーチャー（石谷さん）

②
情報収集

６

・「視覚」「聴覚」「肢体不自由」「言語障害」から一つ選び、
生活の中でどのような不自由があるかやどんな福祉がある
かを調べる。
○テーマを自由に選ばせたが、各テーマがおおよそ同じ人
数分布となった。
△テーマによっては、児童が得られる情報量が少なかっ
た。また、学校図書館も内容に偏りがあり、十分に情報を得
られない児童もいた。情報収集が苦手な児童にとって、イン
ターネットを利用した情報収集は難しい様子であった。

【サポーター】担任
【手立て】・効率のよい検索の仕方を知らせる。
〇インターネットの検索方法や、意味が分からない言葉に
出会った時にどのように調べればよいかが分かるガイドブッ
クを用意し、いつでも児童が自分で確認できるようにしたこ
とで、進んで調べ学習を進めることができた。

③
整理・分析

４

・自分が調べて分かったことをを友だちにわかりやすく伝え
るために、スライドにまとめる。
○ロイロノートでスライドを作成したことで、児童同士の共有
が簡単にできた。

【サポーター】担任
〇ロイロノートでのスライドづくりは 3年生の時に経験済み
だったので、スライドをつくることに対してスムーズに進める
ことができた。
△一方で、得た情報の生かし方が分からない児童にとっ
て、簡潔にまとめることが難しい様子であった。

④
まとめ
・表現

２

・調べて分かったことを、友達に向けて発表する。
○参観日に発表会を設定したことで、児童が調べたことを家
族にも直接目で見てもらうことができた。
△保護者が入ったことで、発表後、児童と保護者が話し込
んでしまい、指示していた活動に十分に取り組めない児童
が数名いた。

【留意事項】・違うテーマを選んだ児童同士でグループを組
むことで、聞く必要感や伝える必要感をもたせる。
○『感想レベル』を示したことで、少しでも発表内容に迫る聞
き方をしようと努める様子が見られた。
○発表終了後、「障害がある人だけが困っているのかな？」
と問い掛けたことで、児童から「高齢者も困っているのでは
ないか」という考えが出され、次の活動に繋げることができ
た。

【教科】
単元名

【国語】
漢字辞典の使
い方

【国語】
思いやりのデザイ
ン

【国語】
お礼の気持を
伝えよう

【国語】
新聞を作ろう

【道徳】
ちこく

【道徳】
決めつけないで

【道徳】
ええことするの
はええもんや 【】 【】 【】 【】 【】

身につける
力

【知・技】
【思・表】

漢字辞典の使
い方を理解し使
うことができる。
【知・技】

考えとそれを支える
理由や事例との関
係について理解す
ることができる。【知
・技】
段落相互の関係に
着目しながら、考え
とそれを支える理
由や事例との関係
などについて、叙述
を基に捉えることが
できる。【思・表】

書く内容の中心を
明確にし、内容の
まとまりで段落を
つくったり、段落相
互の関係に注意し
たりして、文章の
構成を考えること
ができる。【思・表】
丁寧な言葉を使う
とともに、敬体と常
体との違いに注意
しながら書くことが
できる。【知・技】

相手や目的を意
識して、経験したこ
とから書くことを選
び、集めた材料を
比較したり分類し
たりして、伝えたい
ことを明確にする
ことができる。【思
・表】
比較や分類のしか
た、必要な語句な
どの書き留め方、
引用のしかたや出
典の示し方を理解
し使うことができ
る。【知・技】

相手の立場や
状況を理解する
ことの大切さに
ついて考えるこ
とを通して、互
いを理解し尊重
し合おうとする
態度を養う。

「わたし」の気持
ちの変化を考え
ることを通して、
誰に対しても偏
見を持つことな
く、公正公平な
態度で接しよう
とする態度を養
う。

人に親切にする
ことは立派なこ
とだが、それだ
から親切にする
のではなく、助
けられた人がう
れしいから親切
にするのだとい
うことに気づき、
進んで親切にし
ようとする態度
を養う。



【4】年２学期　単元名
　　　　　　（題材・テーマ）

九会っ子福祉研究員〜高齢者福祉編〜

児童の実態

長所
○様々なことに対して、前向きに取り組むことができる。
○ロイロノートを使って情報をまとめることができる。

課題
▲見通しをもって活動することが苦手である。
▲必要な情報に辿り着くことが苦手

目標

アウトプットの想定
期待する児童の姿

施設を利用している高齢者の方を楽しませるためのプログラムづくり

知識・技能 ・地域には、高齢者のための福祉施設（介護施設）があり、一人一人の存在が守られていることを理解している。

思考・判断・表現 ・高齢者施設の利用者との交流会について、相手に応じた関わり方を考えている。
・課題の解決に向けたプログラム作成に当たり、何をするのか、何のためにするのかを意識し、解決の見通しをもって計画を立てている。

学びに向かう態度 ・高齢者施設の利用者との交流会に当たって、相手の状況に応じて対応し、目的意識を明確にして関わろうとしている。
・高齢者施設の利用者との交流会を成功させるために、友達と役割を分担したり、自他の考えのよさを生かしたりしながら問題の解決に向けて協力して取り組んでいる。

学習活動
計画

時数
【全●時間】

学習活動
・指導の手立て・留意事項
・連携する地域資源・サポーター

関連教科・単元

★
ユーザー設定

2 ・高齢者施設に訪問し、高齢者と触れ合うことで実際に困っ
ていることを知る
・高齢者施設の所長さんから、利用者さんを楽しませる会を
開いてほしいと依頼を受ける
〇９月に交流をしたことで、子どもたちに「また交流したい」
という思いをもたせることができた。
〇所長さんからの依頼をビデオレターで紹介したことで、子
どもたちの意欲に繋がった。

【サポーター】なごやか所長さん・施設のスタッフさん・担任

➄
共感

1 ・高齢者の方が困っていたことや困難そうなところを確認、
全体で共有する。

【サポーター】担任

⑥
問題定義

1 ・高齢者の方に楽しんでもらうためには何が良いか考える。
〇９月の交流後すぐに関わりについて振り返りをしたこと
で、用意するゲームは、動きが激しくなくルールが分かりや
すいものである必要があることに気付かせることができ、
ゲームの選定の基準を共通理解することができた。

【サポーター】担任

⑦
発想

２ ・グループ分けし、グループごとにプログラムの内容を作
る。
〇個々でネタ集めをする→グループ全体で共有する →担当
者ごとにゲームを決定する流れでスムーズに決まった。
△ゲームを選ぶ上で、結局ネットが便利で、ネットのみを活
用した。他の情報の集め方も示したかった。

【サポーター】担任

⑧
プロトタイプ
（試作品）

１０ ・作ったプログラムをグループごとに見合い、アドバイスし合
う。・受けたアドバイスをもとに、プログラムを改良する。
〇出来た企画書を、一度所長さんに見ていただきアドバイ
スをもらったことで、準備を進める前に子どもたちの手で軌
道修正ができていた。
〇互いに見合う時間を設定したことで、ゲームを改良する
姿が見られた。
△ゲームの内容を用意することに手一杯で、関わり方で気
を付けることは、一人一人企画書に書くことはできていて
も、それについて意識させる手立てがなかった。
△子どもたちは一生懸命道具を手作りしていたが、「クリス
マス会」であるということを意識させることが遅れたため、道
具の見た目にこだわれなかった。（段ボールそのままなど）

【サポーター】なごやか所長さん・担任・他グループ児童

⑨
テスト

２ ・施設へ行き、会を開く
・会を開くことで利用者の方々に喜んでもらえたか等の振り返りをす
る。
〇利用者さんが主役であるという意識が子どもたちの中にしっかり
あり、主催側の立ち居振る舞いができていた。
〇もし時間が余った場合のことも考えさせていたこともあり、予定よ
りも早く終わったグループは自分たちなりに工夫して時間を繋いでい
た。
△利用者さんと関わる上で、話すスピードや声の大きさを意識させ
たかったが、ゲームの進行との両立は難しかった。（子どもたちはよ
くやっていた）

【サポーター】施設のスタッフさん・担任

【教科】
単元名

道徳
家族の一員とし

て
道徳

ヒキガエルとロバ

道徳
お父さんのじま

ん
道徳

心と心の握手

【国語】
クラスみんなで決めるには

【算数】
がい数

身につける
力

【知・技】
【思・表】

「ぼく」の思いの
変化を通して、家
族の一員として
役割を果たすこ
とのうれしさに気
付き、
積極的に家族と
関わり楽しい家
庭生活を気づい
ていこうとする意
欲を高める。

ヒキガエルをいじ
めることを楽しん
でいたアドルフた
ちの反省を通し
て、すべての生き
物の命を大切にし
ようとする態度を
養う。

自分の郷土の
よさを見つめ、
それを受け継い
できた人々の努
力に気づき、郷
土に愛着を感じ
る心情を育て
る。

見守ることも新
設の一つであ
ることに気づ
き、思いやりの
心をもって親切
にしようとする
心情を育てる。

目的や進め方を確認し、司会な
どの役割を果たしながら話し合
い、互いの意見の共通点や相違
点に着目して、考えをまとめるこ
とができる。

目的に応じて四
則計算の結果
の見積もりをす
ることができる。



【４】年３学期　単元名
　　　　　　（題材・テーマ）

九会っ子福祉研究員〜お役立ちアイテムを作ろう〜

児童の実態

長所
○様々なことに対して、前向きに取り組むことができる。
○ロイロノートを使って情報をまとめることができる。

課題
▲見通しをもって活動することが苦手である。
▲必要な情報に辿り着くことが苦手

目標

アウトプットの想定
期待する児童の姿

介護施設「なごやか」の利用者さんの困り感を解決する「お役立ちアイテム」の設計図を考える

知識・技能 ・「お役立ちアイテム」作りを、相手に応じた適切さで実施している。

思考・判断・表現
・自分が対象に選択した「人」と「困り感」に応じたお役立ちアイテムを考えている。
・お役立ちアイテムの作成に当たり、何をするのか、何のためにするのかを意識し、解決の見通しをもって計画を立てている。
・自分が考えたお役立ちアイテムについて、作製の意図やアイテムの魅力について発表している。

学びに向かう態度 ・友達の発表を聞き、違う対象に対してのアイテムとの共通性を見いだそうとしている。

学習活動
計画

時数
【全●時間】

学習活動
・指導の手立て・留意事項
・連携する地域資源・サポーター

関連教科・単元

★
ユーザー設定

1 ・なごやかの所長さんから、「利用者の困り感を解決するた
めのお役立ちアイテムを考えてほしい」と依頼を受ける。

【連携する地域資源】なごやか
【サポーター】「なごやか」の所長さん

➄
共感

・認知症講座で聞いたことや、実際に高齢者と関わって感じ
た困り感について振り返る

【サポーター】担任

⑥
問題定義

・困り感に対する福祉を「お役立ちアイテム」という形で自分
達で作ってみよう。

【サポーター】担任

⑦
発想

3 ・どんな困りごとに対してのアイテムにするか、どんな方法
で作るか考える。
〇予定は３時間だったが、様子を見て４時間費やしたこと
で、それなりにアイデアが出た。
△解決したい課題を考え１つに絞らせたが、主に手足の動
かしにくさを選ぶ班がほとんどであった。サポーターである
担任が各班とじっくり話し合うことができれば調整できたか
もしれないが、一人体制の中では難しかった。発想の時点
では、できるだけ多くの教員に入ってもらい、役割分担も事
前にしておく必要があると感じた。
△既に世の中にあるものの中から１つ選び、自分たちなり
の工夫を付け加える形で発想させてもよかった。４年生にゼ
ロからイチを生み出させることの難しさを感じた。

【サポーター】担任

⑧
プロトタイプ
（試作品）

6 ⑦で考えたことを実際に作る
〇プレゼン用スライドの手本を作り、実際にプレゼンをやっ
て見せたことで、かなりイメージがもてた様子であった。
〇スライドはできるだけ無駄を削いだ簡易的なものにしたこ
とで、子どもたちはスムーズに作成を進めていた。
△KOOVで作製することを担任から提案した班もいくつか
あったが、実現できなかった。「とりあえずやってみたい」と
「できそう」では費やす時間が全く違うため、やはり KOOVを
何度も触った経験を積ませることが必要である。そうする
と、単元計画自体もプログラミングありきで組み直すか、学
校全体で系統立てた指導計画を作るかすることも必要に
なってくるように思う。

【サポーター】担任

⑨
テスト

2 ・作ったアイテムについて発表をする。 【サポーター】「なごやか」の所長さん・ 社会福祉協議会

【教科】
単元名

国語
あなたなら、ど
う言う

国語
クラスみんなで決
めるには

国語
つながりに気を
つけよう

国語
もしものときに
そなえよう

国語
調べて話そう、
生活調査隊

算数
調べ方と整理
のしかた

算数
表を使って考え
よう

算数
変わり方

道徳
朝がくると

道徳
ネコの手ボラン
ティア

道徳
にぎりしめた　い
ね

道徳
かわいそうなぞ
う

身につける
力

【知・技】
【思・表】

目的や進め方
を確認して話し
合い、互いの意
見の共通点や
相違点に着目し
て、考えをまと
めることができ
る。【思・表】
考えとそれを支
える理由や事
例との関係につ
いて理解するこ
とができる。【知
・技】

目的を意識して、日
常生活の中から話
題を決め、集めた
材料を比較したり
分類したりして、伝
えあうために必要
な事柄を選ぶこと
ができる。【思・表】
比較や分類のしか
た、必要な語句な
どの書き留め方を
理解し使うことがで
きる。【知・技】

間違いを正した
り、相手や目的
を意識した表現
になっているかを
確かめたりして、
文や文章を整え
ている。【思・表】
主語と述語との
関係、就職と非
就職との関係、
指示する語句と
接続する語句の
役割について理
解している。【知・
技】

自分の考えとそ
れを支える理由
や事例との関係
を明確にして、書
き表し方を工夫し
ている。【思・表】
相手や目的を意
識して、経験した
ことや想像したこ
となどから書くこ
とを選び、集めた
材料を比較した
り分類したりし
て、伝えたいこと
などを明確にし
ている。【知・技】

相手に伝わるよ
うに、理由や事
例などを挙げな
がら、話の中心
が明確になるよ
う話の構成を考
えている。【思・
表】
相手を見て話し
たり聞いたりする
とともに、言葉の
抑揚や強弱、間
のとり方などに
注意して話して
いる。【知・技】

目的に応じて
データを集めて
分類・整理し、
問題解決のた
めに考察してい
る。【思・表】
データを２つの
観点から分類・
整理する方法を
知っている。【知
・技】

２つの観点から
の情報を２次元
の表に整理でき
る。【思・表】
２つの観点から
の情報を２次元
の表で整理でき
ることを知って
いる。【知・技】

伴って変わる２
つの数量の関
係を表に整理し
て、変化や対応
の特徴を考察し
ている。【思・
表】
伴って変わる２
つの数量の関
係を明確にする
ために、資料を
表に表したりグ
ラフに表したり
できることを理
解している。【思
・技】

自分の生活を支
えてくれる存在に
気づき、そのこと
が当たり前だと
思うのではなく、
感謝の心をもっ
て生活していこう
とする態度を養
う。

避難所でボラン
ティアとして働く
侑加や由美子
の思いを通し
て、働くことの
意義を理解し、
進んで人のた
めに働こうとす
る心情を育て
る。

自分の考えや
意見を相手に
理解してもらう
とともに、相手
のことをしっか
り理解すること
で、自分と異な
る意見を大切に
しようとする心
情を育てる。

三頭の象の生
きようとするけ
なげな姿を見な
がらも救うこと
ができなかった
飼育員の思い
を通して、生命
の尊さを感じ取
り、生命あるも
のを大切にしよ
うとする心情を
育てる。


